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まえがき 

・ 本書は，『山留め式擁壁「親杭パネル壁」設計システム（ＧＥＯ－ＯＰ2018）』につ
いて説明したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

・ Ｗindows は米国マイクロソフト社の登録商標です。 

・ その他の製品名は，各社の商標または登録商標です。  
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１.１ 概要 

本システムは，一般財団法人 土木研究センター発行の『山留め式擁壁「親杭パネル

壁」設計・施工マニュアル 改訂版』に基づき，山留め式擁壁「親杭パネル壁」の設計

をパソコンにより行います。 

山留め式擁壁工法は，従来工法の合理的な組み合わせと基礎部の掘削面積や切土範囲

をできるだけ少なくするという方針に基づいて開発され，環境保全を最優先する工法で

す。 

本工法の設計には，自立式と控え式を用いる場合があり，本システムはそれらの設計

検討を対話形式で行い，検討結果を「設計計算書」として出力します。 

本システムは，以下の項目について設計検討を行い，安全かつ経済的な山留め式擁壁

「親杭パネル壁」の設計を行います。 

 

・ 根入れ長 

・ 親杭の応力度および変位 

・ 親杭の支持力 

・ 親杭パネル壁の控え工（アンカー） 

① アンカー材の使用 

② アンカー材の打設間隔 

③ アンカー材の定着長 

 

１.２ 特徴 

 全ての検討は「マニュアル」の手順に従って対話形式で行います。 

 入力データは，利用者ファイルに保管し，再利用が行えます。 

 検討結果は，Ａ４版の「設計計算書」としてＭｓ Ｗｏｒｄファイルおよびプリン
ターに出力することができます。 

 安全率等の基本条件データは「マニュアル」に記載されている値がデフォルト値
として画面上に表示されています。必要によって，設計者はその値を変更するこ
とができます。 

 検討する構造形式を，自立式および控え式から選択できます。 

 常時の検討は常に行いますが，地震時および衝突時についても同時に検討するこ
とが可能です。 

 地盤中に水位がある場合の検討が可能です。 

 打設位置，アンカー材等は各段毎に変更可能です。 
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１.３ 適用範囲および制限条件 

 検討ケース ：常時，地震時および衝突時の３ケース 

 補強材の腐食代 ：０.０，１.０，２.０(ｍｍ)の３種類 

 使用できる部材の種類 ：最大２０種類 

 地層数 ：最大２０層 

 上載盛土の層数 ：最大２０層 

 設計外力の種類 ：活荷重，雪荷重が最大１０種類 

 衝突荷重が１種類 

 アンカー材の設置段数 ：最大１５段 

 ファイル名 

ファイル名の拡張子は，下記の様に固定されています。 

入力データファイル名 ：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊．ＯＰＤ 

設計計算書のファイル名 ：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊．ｄｏｃ 

材料データファイル名 ：ＧＥＯ－ＯＰ２０１８．ＭＡＳ 

 プログラムの有効数字について 

本プログラムの有効数字は１５～１６桁です。表示されている小数部は書式で指
定された桁数に四捨五入して自動的にプログラム内で丸められています。プログ
ラム内で持っている値と表示値の違いにより，設計計算書などを電卓などでチェ
ックした場合，有効数字の違いにより手計算の値と合わない場合があります。 
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１.４ 稼動環境 

ＯＳおよびハードウェア 

Ｏ Ｓ 
Windows 7 ，8 ，10（64ビット版OS上では，32ビット
アプリケーションとして動作します。） 

ハードディスク １００ＭＢ以上の空き領域を持つハードディスク 

メモリ １ＧＢ以上 

画面の領域 １２８０×７２０ピクセル以上 

ソフトウェア（設計計算書） 
Microsoft Word 2010 ，2013 ，2016 何れかの導入が 

必要 

 
１.５ プログラム導入および実行方法 

本システムは，ハードディスクに導入して実行する仕様になっています。プログラム導

入方法は，別紙「導入の手引き」を参照してください。 

 

１.６ 参考文献 

解析方法については，下記マニュアルを参照して下さい。 

・ 山留め式擁壁「親杭パネル壁」設計・施工マニュアル [改訂版] 

（平成29年11月 一般財団法人 土木研究センター） 

・ 道路土工 擁壁工指針 

（平成24年7月 社団法人 日本道路協会） 

・ 道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編 

（平成24年3月 社団法人 日本道路協会） 
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１.７ 設計手順 

自立式の設計手順を以下のフローチャートに示す。 

 

注）   の部分は，本システムには含まれていません。 
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控え式の設計手順を以下のフローチャートに示す。 

 

注）   の部分は，本システムには含まれていません。 
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 対 話 画 面 
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２.１ メニュー項目 

 メニューには下記のドロップダウンメニュー項目があります。 

 

２.１.１ [ファイル]メニュー 

 [ファイル]メニューは，入力データの入出力および設計計算書の出力などを行いま

す。 

 

２.１.２ [材料登録]メニュー 

 [材料登録]メニューは，検討に用いる「親杭材」「親杭パネル材」「アンカー材」

「モルタル材」の材料定数を入力します。 

２.１.３ [設計条件]メニュー 

 [設計条件]メニューは，山留め式擁壁「親杭パネル壁」の設計を行う為の必要条件を入

力します。 

 

２.１.４ [内的安定]メニュー 

 [内的安定]メニューは，内的安定検討を行います。下図は控え式の場合に表示されま

す。 
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２.１.５ [表示]メニュー 

 [表示]メニューは，検討断面図，計算結果の図などを表示します。 

 

２.１.６ [ズーム]メニュー 

 [ズーム]メニューは，表示された図の拡大表示や全体表示を行います。 

 

２.１.７ [ヘルプ]メニュー 

 [ヘルプ]メニューは，バージョン情報，計算基準及び参考文献を表示します。 
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２.２ ファイル 

 [ファイル]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示され

ます。 

 

２.２.１ 新規作成 

 現在検討しているデータを保存した後，別の計算を行う場合にクリックします。 

 [新規作成]メニューをクリックすると，本プログラムを新規に立ち上げた状態になり

ます。 

２.２.２ 既存入力データを開く 

 [開く]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。リスト項目の中から

開きたい既存入力データファイル名を選択し，[開く]ボタンをクリックします。 
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２.２.３ 上書き保存 

 現在開いている入力データファイルを上書き保存します。 

２.２.４ 名前を付けて保存 

 現在開いている入力データファイルを別の名前で保存します。 

 [名前を付けて保存]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。テキス

トボックスにファイル名を入力し，[保存]ボタンをクリックします。 
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２.２.５ ＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力 

 [ＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。Ａ

４版縦の用紙に報告書スタイルの｢設計計算書」をＭＳ－Ｗｏｒｄファイルに出力しま

す。 

 

 [ファイル設定]ボタンをクリックすると保存するファイル名を変更出来ます。 

 出力する項目はチェックボックスをオン(∨印を付ける)にします。出力しない項目は

オフにします。 

 [表紙]の[計算書名]などの各テキストボックスに入力した項目は「設計計算書」の表

紙に印字されます。[計算名称]は[設計条件]メニューで入力します。 

 [ページ表示位置]を変更する場合オプションボタンをクリックすることにより指定し

て下さい。 

 [出力時のWord表示]チェックボックスをオンにするとＷｏｒｄを画面上に表示した状

態で設計計算書の出力を行います。出力中の状態を確認出来ますが，バックグラウン

ド処理での出力に比べて出力時間がかかります。 

 [出力]ボタンをクリックすると，設計計算書の出力が開始されます。 
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２.３ 部材登録 

 [部材登録]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。設計に用いる「親

杭材」「親杭パネル材」「アンカー材」「モルタル材」の材料定数を入力します。 

 [部材登録]の情報は，選択している部材登録ファイル「GEO-OP2018.MAS」へ自動的に書

き込まれます。ただし，「GEO-OP2018.MAS」を他のファイル名に変更することも可能で

す。その場合，既存入力データとの関連に注意して下さい。 

 

 [編集]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されます。 

 

 [領域クリア]メニューをクリックすると，選択している範囲の入力値を削除します。 

 [行の削除]メニューをクリックすると，選択行のデータを削除し，下側のデータを移

動します。 

 [行の挿入]メニューをクリックすると，選択行以降のデータを下側へ移動し，空白行

を追加します。 

【注意】これらの編集機能は，以降の入力画面において同様の処理となります。 
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２.３.１ ファイルを開く 

 [ファイルを開く]ボタンをクリックすると，下図の画面が表示されます。リスト項目

の中から開きたい材料登録ファイル名を選択し，[開く]ボタンをクリックします。 

 

２.３.２ ファイル名の変更 

 [ファイル名の変更]ボタンをクリックすると，下図の画面が表示されます。テキスト

ボックスにファイル名を入力し，[保存]ボタンをクリックすると，材料登録ファイル

のファイル名を変更することが出来ます。 
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２.３.３ 親杭材 

 親杭材の部材登録を行います。 

 

 [親杭名称] 

検討計算に使用する親杭材を選択する際，入力した名称がリストボックスに表示され

ます。 

 [腐食しろ] 

「設計条件-基本条件」で選択した[腐食しろ(mm)]の値と一致する親杭材のみ，検討計

算に使用する親杭材として選択することが出来ます。 

２.３.４ 親杭パネル材 

 親杭パネル材の部材登録を行います。 

 

 [パネル種類] 

「壁面パネル」「控え式用パネル」より選択します。「控え式用パネル」を選択した

パネル材が「使用部材の選定-アンカーパネルの設定」で使用するパネル材とし選択出

来ます。 

 [パネル名称] 

検討計算に使用する親杭パネル材を選択する際，入力した名称がリストボックスに表

示されます。 
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 [重量 Ｗp(kN)] 

中詰コンクリートの重量を含めた値を入力して下さい。 

２.３.５ アンカー材 

 アンカー材の部材登録を行います。 

 

 [アンカー名称] 

検討計算に使用するアンカー材を選択する際，入力した名称がリストボックスに表示

されます。 

２.３.６ モルタル材 

 モルタル材の部材登録を行います。 

 

 [モルタル名称] 

検討計算に使用するモルタル材を選択する際，入力した名称がリストボックスに表示

されます。 
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２.４ 設計条件 

 [設計条件]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示され

ます。 

 

 [基本条件]メニューから下方向に順次入力して行きます。 

 入力し終わった項目には「∨」マークが付きます。 

２.４.１ 基本条件 

 [基本条件]メニューをクリックすると，下図の入力画面が表示されます。 

 

 一般的に[Enter]キーおよび[Tab]キーを押すことにより次の入力項目に移動します。

また[Shift+Enter]キーおよび[Shift+Tab]キーを押すことにより前の入力項目に移動

します。 

 [名称] 

「発注先」と「計算名称」を入力します。これらの項目は，設計計算書の表紙に印字

されます。 

 [構造形式] 

検討する構造形式を，「自立式」「控え式」から選択して下さい。 

  



２-１２ 

 [腐食しろ] 

親杭の腐食しろを選択して下さい。通常は１(mm)を選択します。 

選択した腐食しろの値に対して，検討計算に使用出来る親杭材の一覧を右側の表に表

示します。 

 

 [検討ケース] 

「地震時」および「衝突時」の検討を行なう場合，選択して下さい。 

 [親杭の許容変位量]・[親杭の許容応力度]・[安全率] 

初期値は，マニュアルに記載されている値となります。 

 [キャンセル]ボタン 

クリックするとデータを入力画面表示時に戻し，初期画面に戻ります。 

 [戻る]ボタン 

クリックするとデータをセットし，前画面に戻ります。 

 [次へ]ボタン 

クリックするとデータをセットし，次画面に進みます。 

 [ＯＫ]ボタン 

クリックするとデータをセットし，初期画面に戻ります。 

【注意】これらのボタンは，以降の入力画面において同様の処理となります。 
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 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 
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２.４.２ 検討断面 

 [検討断面]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

 [親杭パネル壁] 

天端コンクリート・親杭パネル・基礎コンクリートの「高さ：Ｈ1(m)，Ｈ2(m)，Ｈ3

(m)」「幅：Ｂ1(m)，Ｂ2(m)」「単位体積重量：γ1(kN/m3)，γ2(kN/m3)，γ3(kN/m
3)」を入力して下さい。 

 [水位線の考慮] 

水位線を考慮する場合，チェックを入れて下さい。 

「親杭パネル壁前面の水位：Ｈwf(m)」「親杭パネル壁背面の水位：Ｈwr(m)」「水の

単位体積重量：γw(kN/m3)」を入力して下さい。 

 [地層厚] 

親杭パネル壁天端から盛土層および基礎地盤の各層の「層厚(m)」を入力して下さい。 

盛土層は最大２層まで分割することが出来ます。 

盛土層の層厚の合計値と親杭パネル壁の壁高が一致するよう「層厚(m)」を入力して下

さい。 

 [上載盛土] 

上載盛土を考慮する場合，チェックを入れて下さい。 

上載盛土の形状として，「離れ(m)」「盛土高さ(m)」「勾配(1:n)を入力して下さい。 

  



２-１５ 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 

 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[検討断面]の形状を表示します。[画面拡]ボタン

をクリックすると，入力画面に戻ります。 

 



２-１６ 

２.４.３ 設計土質定数および摩擦係数 

 [設計土質定数および摩擦係数]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されま

す。上載盛土，盛土層，基礎地盤層の設計土質定数を設定します。 

 

 [地盤反力係数の推定に用いる係数] 

「Eo=2800×Nで求めた変形係数」「ボーリング孔内で測定した変形係数」「一軸また

は三軸圧縮試験から求めた変形係数」から選択して下さい。 

 [設計土質定数] 

上載盛土，盛土層，基礎地盤層の土質定数として，「単位体積重量：γ(kN/m3)」「水

中単位体積重量：γ’(kN/m3)」「せん断抵抗角：φ(°)」「粘着力：ｃ(kN/m2)」「Ｎ

値」「地盤反力係数：Ｅo(kN/m2)」「一軸圧縮強度：ｑu(kN/m2)」を設定します。 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 

 

 

  



２-１７ 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，各地層を層番号が表示されます。[画面拡]ボタン

をクリックすると，入力画面に戻ります。 

 

 

  



２-１８ 

２.４.４ 設計外力 

 [設計外力]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。衝突時の衝突荷

重の設定および活荷重，雪荷重を鉛直荷重として設定します。 

 

 [衝突荷重] 

衝突時の検討を行う場合，「作用荷重：ｑc(kN)」「作用位置：Ｌc(m)」を入力して下

さい。作用位置については，親杭パネル壁天端からの距離を入力して下さい。 

 [上載荷重の考慮] 

上載荷重を考慮する場合，チェックを入れて下さい。 

設計外力の条件として，「荷重の種類」「離れ：ＢG(m)」「載荷幅：ＢL(m)」「荷

重：ｑ(kN/m2)」を設定します。 

「離れ：ＢG(m)」については，親杭パネルの中心からの距離を設定します。 

 

  



２-１９ 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 

 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[設計外力]を表示します。[画面拡]ボタンをクリ

ックすると，入力画面に戻ります。 

 

 

  



２-２０ 

２.４.５ 設計水平震度 

 [設計水平震度]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。地震時の検

討を行う場合，設計水平震度の条件を設定します。 

 

 [設計水平震度の計算] 

「計算する」を選択した場合，「地震動の選択」「地盤種別」「地域区分」を選択す

ることで，[設計水平震度]を自動的に設定します。 

「入力する」を選択した場合，[設計水平震度]の値を直接入力することで設定しま

す。 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 

  



２-２１ 

２.５ 内的安定検討【自立式の場合】 

２.５.１ 内的安定検討 

 [内的安定]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

 [親杭の条件] 

「使用鋼材」「使用根固めモルタル材」をリストボックスより選択し，「親杭中心間

隔：Ｂ0(m)」「杭径：Ｄ(m)」を入力して下さい。 

「使用鋼材」のリストボックスには，基本条件入力画面で選択した腐食しろの値と部

材登録されている腐食しろの値が一致する親杭材が表示されます。 

「使用根固めモルタル材」のリストボックスには，部材登録されているモルタル材が

表示されます。「使用根固めモルタル材」を選択すると，「使用根固めモルタル材の

ヤング係数：Ｅc(N/mm2)」が自動で設定されます。 

「親杭中心間隔：Ｂ0(m)」は，親杭材１本当りの負担幅となります。 

「杭径：Ｄ(m)」を入力すると，「断面二次モーメント：Ｉc(cm4)」が自動で設定され

ます。「杭径：Ｄ(m)」には，削孔径の値を入力して下さい。 

 



２-２２ 

 [親杭パネルの条件] 

「使用パネル名称」「使用根固めモルタル材」「使用中詰めモルタル材」をリストボ

ックスより選択し，使用パネルの「段数」を入力して下さい。 

「使用パネル名称」のリストボックスには，部材登録されている親杭パネル材が表示

されます。 

親杭パネルの高さと使用パネルの高さ合計が一致するように，使用パネルの「段数」

を入力して下さい。 

「使用根固めモルタル材」のリストボックスには，部材登録されているモルタル材が

表示されます。「使用根固めモルタル材」を選択すると，「使用根固めモルタル材の

ヤング係数：Ｅc1(N/mm2)」が自動で設定されます。 

「使用中詰めモルタル材」のリストボックスには，部材登録されているモルタル材が

表示されます。「使用中詰めモルタル材」を選択すると，「使用中詰めモルタル材の

ヤング係数：Ｅc2(N/mm2)」が自動で設定されます。 

 [壁背面の土質定数] 

試行くさび法を用いて土圧を算定する場合，「裏込土の単位体積重量：γ(kN/m3)」

「裏込土のせん断抵抗角：φ(°)」「裏込土の粘着力：ｃ(kN/m2)」を入力して下さ

い。 

 [親杭の根入れ長] 

検討計算を行う場合は，「根入れ長：Ｌ1(m)」に検討したい値を入力して下さい。 

 [斜面による低減の考慮] 

壁前面地盤の「斜面による低減の考慮」を行う場合，チェックを入れて下さい。 

「前面地盤の傾斜角：θ(°)」「基礎コンクリートのつま先から傾斜地盤面までの距

離：ｂ(m)」を入力して下さい。 

 [自動計算] 

「自動計算」ボタンをクリックすると，必要根入れ長および親杭の支持力を満足する

「根入れ長：Ｌ1(m)」を自動設定し，検討計算を行います。 

 [検討計算] 

「検討計算」ボタンをクリックすると，「根入れ長：Ｌ1(m)」の入力値を使用して，

検討計算を行います。 

  



２-２３ 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 

 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[検討結果図]を表示します。[画面拡]ボタンをク

リックすると，入力画面に戻ります。 

 

 

  



２-２４ 

２.６ 内的安定検討【控え式の場合】 

 [内的安定検討]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示

されます。 

 

２.６.１ 使用部材の選定 

 [使用部材の選定]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。アンカー

パネルおよびアンカー定着長の選定を行います。 

 

 [アンカーの配置条件] 

アンカー材を設置する場合の「傾角：θ(°)」「水平敷設間隔(m)」を入力して下さ

い。「水平敷設間隔(m)」は，アンカー材１本当りの負担幅となります。 

 [アンカーパネルの選定] 

「アンカー名称」をリストボックスより選択し，「設計地盤面からの距離(m)」を入力

して下さい。「検討計算」ボタンをクリックすると，「決定本数(本)」「パネル名

称」が自動設定されます。自動設定後，「パネル名称」をリストボックスより選択

し，「決定本数(本)」を入力することで，任意の値に変更することが出来ます。 

「アンカー名称」のリストボックスには，部材登録されているアンカー材が表示され

ます。 

「パネル名称」のリストボックスには，控え式用パネルとして部材登録されている親

杭パネル材が表示されます。 

  



２-２５ 

 [引張鋼材とアンカーモルタルとの必要付着長の算定条件] 

「引張鋼材とモルタルの付着強度：τb(N/mm2)」を入力して下さい。 

 [地山とアンカーモルタルとの必要付着長の算定条件] 

「削孔径:Ｄ(mm)」「地山とモルタルの付着強度:τa(N/mm2)」を入力して下さい。 

「参考資料」ボタンをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。「摩擦抵

抗角(MN/m2)」の値を参考に，「地山とモルタルの付着強度:τa(N/mm2)」を入力して

下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に戻ります。 

 

 [アンカー定着長の算定条件] 

「アンカー最小定着長:Ｌmin(m)」を入力して下さい。 

 [アンカー定着長の選定] 

「検討計算」ボタンをクリックすると，「アンカー定着長：Ｌi(m)」が自動設定され

ます。自動設定後，任意の値に変更することも出来ます。 

自由長を設定する場合は，「アンカー自由長：Ｌsi(m)」を入力して下さい。 

  



２-２６ 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 

 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[アンカー配置]を表示します。[画面拡]ボタンを

クリックすると，入力画面に戻ります。 

 

  



２-２７ 

２.６.２ 内的安定検討 

 [内的安定]メニューをクリックすると，下図の画面が表示されます。 

 

 [親杭の条件] 

「使用鋼材」「使用根固めモルタル材」をリストボックスより選択し，「親杭中心間

隔：Ｂ0(m)」「杭径：Ｄ(m)」を入力して下さい。 

「使用鋼材」のリストボックスには，基本条件入力画面で選択した腐食しろの値と部

材登録されている腐食しろの値が一致する親杭材が表示されます。 

「使用根固めモルタル材」のリストボックスには，部材登録されているモルタル材が

表示されます。「使用根固めモルタル材」を選択すると，「使用根固めモルタル材の

ヤング係数：Ｅc(N/mm2)」が自動で設定されます。 

「親杭中心間隔：Ｂ0(m)」は，親杭材１本当りの負担幅となります。 

「杭径：Ｄ(m)」を入力すると，「断面二次モーメント：Ｉc(cm4)」が自動で設定され

ます。「杭径：Ｄ(m)」には，削孔径の値を入力して下さい。 

 



２-２８ 

 [親杭パネルの条件] 

「使用パネル名称」「使用根固めモルタル材」「使用中詰めモルタル材」をリストボ

ックスより選択し，使用パネルの「段数」を入力して下さい。 

「使用パネル名称」のリストボックスには，部材登録されている親杭パネル材が表示

されます。 

「使用部材の選定」で選択した，パネル種類と段数が一致するよう設定して下さい。

また，親杭パネルの高さと使用パネルの高さ合計が一致するように，使用パネルの

「段数」を入力して下さい。 

「使用根固めモルタル材」のリストボックスには，部材登録されているモルタル材が

表示されます。「使用根固めモルタル材」を選択すると，「使用根固めモルタル材の

ヤング係数：Ｅc1(N/mm2)」が自動で設定されます。 

「使用中詰めモルタル材」のリストボックスには，部材登録されているモルタル材が

表示されます。「使用中詰めモルタル材」を選択すると，「使用中詰めモルタル材の

ヤング係数：Ｅc2(N/mm2)」が自動で設定されます。 

 [親杭の根入れ長] 

検討計算を行う場合は，「根入れ長：Ｌ1(m)」に検討したい値を入力して下さい。 

 [自動計算] 

「自動計算」ボタンをクリックすると，必要根入れ長および親杭の支持力を満足する

「根入れ長：Ｌ1(m)」を自動設定し，検討計算を行います。 

 [検討計算] 

「検討計算」ボタンをクリックすると，「根入れ長：Ｌ1(m)」の入力値を使用して，

検討計算を行います。 

  



２-２９ 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面

を参考に設定を行って下さい。[ＯＫ]ボタンをクリックすることにより，入力画面に

戻ります。 

 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，[検討結果図]を表示します。[画面拡]ボタンをク

リックすると，入力画面に戻ります。 

 

  



２-３０ 

２.７ 表示 

 [表示]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されま

す。 

 

２.７.１ 検討断面 

 [検討断面]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示され

ます。 

 

 「常時」「地震時」「衝突時]メニューをクリックすると，設計条件で設定した各検

討ケースの検討断面を表示します。 

 

  



２-３１ 

２.７.２ 土圧強度 

 [土圧強度]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示され

ます。[土圧強度]メニューは，クーロン土圧により土圧の算定を行った場合に表示さ

れます。 

 

 [常時]メニューをクリックすると，クーロン土圧による常時の土圧強度の算定結果を

表示します。 

 

 [地震時]メニューをクリックすると，クーロン土圧による地震時の土圧強度の算定結

果を表示します。 

  



２-３２ 

２.７.３ 背面土圧 

 [背面土圧]メニューをクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示され

ます。[背面土圧]メニューは，試行くさび法または任意土圧により土圧の算定を行っ

た場合に表示されます。 

 

 「常時」メニューをクリックすると，試行くさび法または任意土圧による常時の土圧

の算定結果を表示します。 

 

 「地震時」メニューをクリックすると，試行くさび法または任意土圧による地震時の

土圧の算定結果を表示します。 

  



２-３３ 

２.７.４ 部材配置 

 [部材配置]メニューをクリックすると，アンカー材および親杭材の配置を表示しま

す。 

 

２.７.５ 親杭からの水平距離 

 [親杭からの水平距離]メニューをクリックすると，壁前面が傾斜している場合の必要

水平距離を表示します。 

 

  



２-３４ 

２.８ ズーム 

 [ズーム]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されま

す。 

 

２.８.１ 拡大 

 [拡大]メニューをクリックし，表示されている図の拡大する部分をマウスでドラッグ

して下さい。 

 

 指定した範囲が拡大表示されます。 

 

  

ドラッグ

終了 

ドラッグ

開始 



２-３５ 

２.８.２ 全体 

 [全体]メニューをクリックすると，表示されている図の全体を表示します。 

 

  



２-３６ 

２.９ ヘルプ 

 [ヘルプ]メニューをクリックすると，下図のドロップダウンメニューが表示されま

す。 

 

２.９.１ バージョン情報 

 

２.９.２ 計算基準および参考文献 
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